生徒に見られるつまずき
　文字を使った数が、どのような数を表すのかを理解することができない
つまずき解消に向けた指導のポイント
　簡単な文字式を活用して様々な数量を文字式で表す活動を通して、表された場面と文字式が表す意味を結び付けて考えることができるようにする
指導事例集ｐ．１５







１　学年・単元名　　第１学年　文字式の利用（数と式領域）

２　単元目標
　　文字を数としてとらえ、文字式が表す数量を読み取ることができる。また、様々な数量を文字式で表すことができる。

３　単元の内容
　・文字式の利用
　・文字を使った式の表し方
　・数量関係の表し方

４　本時の目標
　　偶数を文字式を用いて表すことにより、奇数と偶数の関係から奇数を文字式で表すことができるようになる。また、様々な文字式がどのような数量を表すのかを考えることができるようになる。
　
５　本時の展開
	
	生徒の活動
	指導上の留意点
太字：つまずきに対する手立て

	導
入
	１　課題把握
　「いろいろな数字を文字式を用いて表してみよう」
	
・ホワイトボードを使用。


	展開
	２　問題把握
次の問いについて、考えてみよう
（１）「偶数」を文字式を使って表してみよう
（２）「奇数」を文字式を使って表してみよう
（３）いろいろな数量を文字式を用いて表してみよう





３　見通しを持つ
・（１）～（３）の問題に各自で取り組む。
　・（２）について考えを深める。
ワークシート使用



[bookmark: _GoBack]４　集団解決
　・（２）についての求め方を説明する。
　　①偶数の次の数
　　②偶数より１大きい数
　　③偶数より１小さい数　など
いろいろな数量を文字式で表してみよう。また、文字式が表す数量について説明してみよう。



５　個人解決
　・個人で中心発問について前問を使って考える。

６　個人での解決(見通しを持つ)ことを促す。
・前問を参考にし，各班で問題を出し合う。
　・文字式が表す数量について説明し合う。

	






・（１）の考え方をもとにして、（２）を考えさせる。
・（２）をどのように考えたかを説明することを伝えておく。


・クラス全体でできるだけ多くの考え方を発表させる。






・個人での解決(見通しを持つ)ことを促す。


・各班での解決を促す。
・異なる表し方でも同じ意味の文字式がないかを話し合わせる。
・意見交換ができていない班には前問の解決法を利用するように指示する。

	まとめ
	７　まとめ
・文字式を用いて様々な数量を表すことができ、また文字式がどのような数を表しているかを理解することができたか。
	
・本時の学習内容をレポートにまとめるように指示する。



